啓林館　生物基礎（生基304）　観点一覧

(１)　内容の難易度
・豊富な内容がわかり易く記載されており，大学に進学する生徒の多い本校の学習実態と合致している。
(２)　内容の取扱い
・本文の記述は平易で丁寧であり，理解しやすいよう配慮されている。
・探究活動の導入として序章でフックの細胞の発見過程が具体的に紹介されていて，生徒に探究活動への興味をもたせるよう工夫がなされている。
・本文の学習に続いて，適切な箇所で「資料学習」が置かれており，これらの問題を考えることによって応用力がつくように工夫されている。
・実験，観察は，実験方法が図解で丁寧に記載されており，生徒が安全に実験できるよう工夫されている。
・探究活動も，実験方法が図解で丁寧に解説され，また全体を読むだけでも十分理解されるようになっている。発表形式で展開されているものもあり，生徒の自主的・自学的学習を促す配慮がなされている。
(３)　単元の構成
・指導要領の項目が細胞レベルから生態系レベルへの流れで４部に大別・再構成されていて，本校の授業の進め方に合致している。
・実験は，ほとんどの学校で実施されるような従来実験を多く記述しているとともに，新しい実験も豊富かつ丁寧に記述されており，授業をスムーズに進めやすい。
・植生やバイオームなどは写真が豊富に掲載され，自然が身近でない生徒も親しみを感じて理解できるよう工夫されている。
・本文の補足説明や発展的内容が「参考」や「発展」として豊富に扱われており，生徒の学習段階や関心に応じた学習が効果的になされるようになっている。
・各部末に部末問題が配置されており，学習内容を確認し定着させることができる。

・巻末に｢レポートの作成・研究発表｣や｢コンピュータの利用例｣，｢実験の注意事項｣，「野外調査のルールと注意事項」等，豊富な資料の掲示があり，生徒に実験・観察等をさせる場合，使い易さに適している。

(４)　その他　
・大きくわかりやすく描かれた図が随所にあり，生徒の理解を助け，学習効果を高める配慮がみられる。
・資料写真と模式図とが効果的に対応できるように配置されていて，学習効果を高めるよう工夫されている。
・ページ数のわりに薄くて軽い。
